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日本における 
型糖尿病患者は

増加の一途をたどっています．


��* 年の国民健康・栄養調査に

よれば，糖尿病とその予備群は合

わせて 
,
�� 万人と推計され，こ

の �� 年間で �.� 倍にも増加して

いるのです．糖尿病で問題となる

のは，何といっても慢性合併症で

す．

糖尿病の細小血管障害の代表で

ある糖尿病網膜症に関しては，網

膜症のために身体障害者手帳 �

級，
 級を交付される患者数は年

間 �,��� 人ほどで，この �� 年ほ

どは増加の傾向は認められませ

ん．おそらく，糖尿病診療におけ

る内科と眼科との連携の強化，治

療技術の向上，「糖尿病は成人の

失明原因として重要な疾患であ

る」といった一般市民の知識の向

上が，失明に至る患者数の増加を

抑止している要因ではないかと考

えられています．また，糖尿病腎

症による末期腎不全の患者数は増

加しつつありますが，透析導入に

至る患者数の増加の割合は，少し

ずつではありますが抑えられつつ

ある傾向にあります．

血糖値，血圧，血中脂質などの

代謝指標をきめ細かく治療するこ

とが糖尿病の細小血管障害を抑止

するために重要ですが，大血管障

害である虚血性心疾患や脳卒中を

どのように克服するかが臨床の現

場に残された大きな課題です．

糖尿病患者の代謝管理をいかに

して行うと虚血性心疾患の抑止に

つながるのか…，循環器科内科医

はどのようにして糖尿病患者をマ

ネジメントすべきなのか…，毎日

の診療の現場で多くの医師たちが

悩んでいます．

このような医療現場のニーズに

応えるために，大分大学の循環器

内科と糖尿病の診療に携わってい

る総合内科学第一のグループが中

心となって執筆された本書は，糖

尿病を専門としていない医師や医

療スタッフが糖尿病患者にアプ

ローチする際のコツを丁寧に紹介

しています．

第Ⅰ章では糖尿病の基礎知識を

解説し，第Ⅱ章で糖尿病に合併す

る循環器疾患がまとめられていま

す．心房細動と糖尿病，心不全と

糖尿病などの項目では，糖尿病を

専門とする医師やスタッフにも必

要とされる循環器疾患の知識が

しっかりとちりばめられていま

す．

さらにどこから読んでも役に立

つのが，第Ⅲ章「実践・患者管理

Q&A��」です．Q & A形式で日

常の診療現場で問題となるさまざ

まな事項について，要点を押さえ

た解説が過不足なく記載されてい

ます．例えば，循環器分野でのエ

ビデンスが多いと考えられている

チアゾリジン薬に関しては，薬剤

の有用性のみならず，副作用であ

る浮腫への対応や骨折のリスクに

ついても十分に記述され，メー

カーのパンフレットでは推し測る

ことができない事実が臨床現場の

視点から解説されています．肥満

については，その道の専門家が多

い大分大学のスタッフの手によっ

て，実践的な記載がなされている

のは言うまでもありません．もち

ろん，糖尿病の専門医にとって

も，知識の整理のために有用なテ

キストです．

糖尿病患者における「血糖値」

が循環器疾患をもたらすリスクな

のかマーカーなのか，治療のター

ゲットなのか…．本書は糖尿病と

循環器疾患の複雑な病態を理解す

るうえでの大きな助けになる一冊

です．
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